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好 き な こ と 、

向 い て い る こ と を 見 つ け て

仕 事 に 生 か そ う ！
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右ページの4色でできた円を約20秒～30秒間見続けてください。

このとき、円の中心の十字を見つめ、視点を動かさないでください。

次に視点をそのままにしてページをすばやくめくり、15ページの円の十字に目を移してください。

▲色順応テスト1（図0-1）

＊観察条件や観察者によって、見えない場合や見え方が違う場合があります。
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どんな色が見えましたか？

下図のように、それぞれ赤だったところは緑っぽく、緑だったところは赤っぽく、

青だったところは黄っぽく、黄だったところは青っぽく見えたと思います。

これは、普通の風景を見るときにも起こります。

次ページを見てください。

緑 赤

黄 青

▲色順応テスト1（図0-2）

＊観察条件や観察者によって、見えない場合や見え方が違う場合があります。
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第 1 章

［学び方］

「色」・・・それは当たり前のように身の回りにあふれているものです。

しかし、色とは何なのか考えたことがあるでしょうか？

色を知り色を使うためには、まず色とは何かを知る必要があります。ここでは、色が現れるために欠かせない要素を紹

介し色の正体を知ることを通じて、色を扱ううえで必要となる基本的な理解を深めていきましょう。

▲視覚効果3（図0-7）

＊観察条件や観察者によって、見えない場合や見え方が違う場合があります。

上の2つの図でそれぞれの中央のグレーの濃さは違って見えますが、

実は同じ濃さのグレーです（下図）。
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● 機器の違い

パソコンやテレビのモニターで見ていた画像を

プリンターで印刷してみると、「なんだか違った色

に見える・・・」ということがあります。

● 見る人の違い

人の目には個人差があり、みな同じように色が

見えているわけではありません。多かれ少なかれ

違いがあるのです。また、年齢や病気による影響

などでも視覚は変化します。

● 慣れによる違い

蛍光灯（白色）がついている家の中にしばらく

いて、本を読もうと急に机の上の白熱電球に切り

替えると、白い紙が最初は黄みがかって見えます

が、次第に白く見えるようになります。

● 明るさの違い

夕方西の空に太陽が沈み、薄暮の時間に空が

鮮やかな青に見えたことはありませんか？ この

時間、いままで明るく鮮明に見えていた赤い花が

目立たなくなり、青い花の方が目立ってきたと感

じることがあります。夜になると、木の枝の陰影

はハッキリ見えるのに、道路の色が見えにくくなる

こともあります。

このように、少し考えただけでも色はいろいろ

な条件によって変化していることがわかります。

では、いったい色とは何なのでしょうか？

真っ暗なところで色は見えるでしょうか。

真っ暗なところで色はわかりません。もし、見る

物が完全に透明であれば色は認識されません。

また、まぶたを閉じてしまえば物の色は見えなく

なってしまいます。

ですから色は、「光＝光源」・「物＝物体」・

「視覚＝目と脳」の３つの要素の兼ねあいによっ

て現れるものだということがわかります。

私たちの周りにあるもののほとんどが、何らか

の色をもっています。では、色はどこにあるのでしょ

うか？

一粒一粒がまるで宝石のように輝く高級ぶどう

の代名詞、マスカット。その「マスカットは何色？」

と聞かれたら、ほとんどの人が「緑色」と答えるで

しょう。

では、「その緑色はどこにあるのか」といわれ

ると・・・どうでしょうか。マスカットを移動すれば、

色もついてくるから「色はマスカットについている」

と答えますか？

また、同じように、絵についても「色はキャンバ

スについている」と普段私たちは当然のように考

えています。

しかし、同じ色でも、いろいろな条件によって色

は違って見えます。

H条件の違い

● 照明の違い

デパートやインターネットで「いい色だな」と思っ

て買った洋服が、家の蛍光灯の下で見たら「なん

か違うなぁ」ということがあります。

● 背景の違い

さきほどのマスカットを白いお皿にのせた場合、

黒っぽいお皿にのせた場合に比べてマスカットの

鮮やかなエメラルドグリーンがくすんだ感じに見え

ることがあります。

● 見る方向の違い

自動車の色は見る方向が少し違っただけでも、

明るい色に見えたり、暗い色に見えたりしません

か？ メタリックな色や透明感のある色を使ってい

る車は特にこのように見えたりします。光が当た

る方向の違いによって、色は変わって見えることが

あります。

● 大きさの違い

張り替えようとして、小さな見本帳を見て決め

た壁紙。実際に張ってみたら、「あれ派手すぎた

かな・・・」ということがあります。大きな面積のも

のを、小さな色見本で決めて失敗する例です。

● 素材の違い

同じ青色のハンカチでも綿とシルクでは色が違っ

て見えます。また、紙のサンプル帳で見たペンキの

色を木や金属に塗った場合も色が違って見えます。

色とは何か1章…1
見え方の違い1 -1-1

脳

目

光
（光源）

物体

色

▲色の見え方（図1-01）

色が現れるための条件1 -1-2
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光には、波長が短いものから長いものまでさま

ざまなものがあります。同じ「光」でも波長の違

いによって、紫外線とよばれるものや、ラジオや携

帯の電波として使われているものなどがあります。

では、具体的にみてみましょう。

次の図1- 03では、波長の短いものから長いも

のまで光が分類されています。波長の短いものに

はレントゲンに使うX線などがあり、波長が長い

ものにはラジオやテレビの電波などがあります。

色が、光・物体・視覚という３つの要素がある

ことで現れるものだということがわかったところ

で、それぞれがどのような働きをしているのか詳し

くみていきましょう。

まずはじめに、色を見るために必要な要素のう

ち「光」についてみていきましょう。「光」はどん

な働きをしているのでしょうか。

H光の正体

まず、「光」とは何かを考えてみましょう。「光」

とは「電磁波」のことです。

では、電磁波とは何かというと、簡単には電気

と磁気の波のことを指します。普段使っている意

味の「光」のように私たちが目で見てわかるもの

以外にも、電磁波はたくさん存在しています。例え

ば紫外線や赤外線、ラジオやテレビ、携帯の電波

もこの電磁波のひとつです。

電磁波は、下図1-02のように波の形で表すこと

ができます。この波の山から山の距離を「波長」

といいます。波長はnm（ナノメートル）という単位

で表されることが一般的です。このnmは10億分

の１メートルを指し、1メートルを地球の直径と考

えると１nmは１円玉の直径程度の長さとなる、非

常に小さい単位です。

※見えるということは目だけの働きではない！
ここでは視覚を「目と脳の連携の働き」としています。
これまで、物を見るのは目の働きだと思われていたた

め、色が見えるために必要な3要素のひとつである視覚
を目の作用だけでとらえることが多くありました。
しかし、視覚を目の働きだけでとらえると「色」＝「光」

という誤解が生じることにもなります。
正確には、目と脳の絶妙な連携プレーと素晴らしい

チームワークによってはじめて人は色や物を見ることがで
き、光は色を見るために必要な要素なのです。
色や物を見る働きは、目の中にある視細胞が光の情

報を感知し、その情報を電気信号として脳に伝えること
で起こります。しかしその過程では、単に視覚情報だけ
でなく、他のさまざまな情報も合わせて「色や物」を認
識します。
「色や物を見る」とは、こういう複雑で総合的なシス

テムだといえます。脳はこの複雑な処理を瞬時に、連続
的に行っているのです。

光と色1 -1-3

※「光」という言葉の指す範囲
「光」という言葉は電磁波のうち、人の目に見える光と
その周辺の赤外線や紫外線のみを指して使われること
もあります。

波 長

▲波長とは（図1-02）

400

紫外線
（UV）

ガンマ線

単位：ナノメートル（nm）

X線 赤外線
（IR）

レーダー波 ラジオ・テレビ電波

FM TV AM

AC電源

可視光線

10-3 10-1 101 103 105 107 109 1011 1013 1015

500 600 700

▲光の波長による分類（図1-03）

そして、こういったさまざまな光のうち、ある

一部分の波長をもった光だけが、人の目に入る

と「色」という反応を引き起こします。この、「色」

を引き起こす光を「可視光線」とよびます。

H可視光線

図1-03のうち、波長が380nm～780nmの光だ

けに色がつけてあります。この範囲の波長をもっ

た光が、可視光線です。可視光線とは「人の目に

見える光」という意味です。「人の目に見える光」

とはどういうことでしょうか。実は、これこそ「色」

が現れる要素になっているものなのです。

電磁波全体の範囲に比べて、可視光線の領域

がとても狭いことは、図1-03を見てもわかります。

つまり、この可視光線といわれる範囲の波長をもっ

た光だけが、色として感じられるわけです。物体に

色がついているように見えるのも、この可視光線

が物体に反射して私たちの目に入るからです。

さて、ひとくちに可視光線といっても、そのなか

に含まれている光の波長はさまざまです。そして、

波長によって人が感じる色は変化します。さまざま

な波長の可視光線によって、感じる色が変化する

ことを体感するひとつの例として、プリズムを使う

方法があります。これを使うことで、光のなかに含

まれている波長の違う可視光線が、次ページの図

1-04のように、別々の色として見えてきます。
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Q光源色の慣用色名

光源色は、基本的に系統色名を使うというルー

ルがあり、それでは表しにくい場合にのみ、光源色

の慣用色名を使います。

以下に表す数十種類の色が慣用色名に規定さ

れています。

白色を細分化して示す色名は、それだけを見て

いると差がわかりにくいかもしれませんが、日常

生活でもよく使われている光源色であり影響も大

きいといえます。

慣用色名 読 み 方

＊無彩色の色名

白色 はくしょく

＊有彩色の色名

赤色 せきしょく・あかいろ

黄色 おうしょく・きいろ

緑色 りょくしょく・みどりいろ

青色 せいしょく・あおいろ

紫色 むらさきいろ

オレンジ（色）おれんじ（いろ）

だいだい色 だいだいいろ

黄緑色 おうりょくしょく・きみどりいろ

青緑色 せいりょくしょく・あおみどりいろ

＊特にうすいことを示す色名

桃色 ももいろ

黄白色 おうはくしょく

緑白色 りょくはくしょく

青白色 せいはくしょく

慣用色名 読 み 方

＊特に鮮やかなことを示す色名

純赤色 じゅんせきしょく

純黄色 じゅんおうしょく

純緑色 じゅんりょくしょく

純青色 じゅんせいしょく

深赤色 しんせきしょく

＊白色を細分化して示す色名

電球色 でんきゅうしょく

温白色 おんぱくしょく

白色（狭義の）はくしょく

昼白色 ちゅうはくしょく

昼光色 ちゅうこうしょく

月光色 げっこうしょく

昼光白色 ちゅうこうはくしょく

＊その他の色名

紅赤色 べにあかいろ

シアン

マゼンタ
▲光源色の慣用色名（図3-06）

▲光源色の慣用色名一例（図3-07）

● 光源色の慣用色名

1

青せ
い

白は
く

色し
ょ
く2

▼電球色

▼昼白色

▼昼光色
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表色系とは、いったい何でしょうか？

簡単にいえば、「だれでも使えるように色を表

すための方法」です。これまでのように色の名前

やサンプルを使うだけでは、細かい色を表すこと

ができなかったり、間違って伝わったりすることが

あります。こういった問題をなくし、だれもが色を

簡単に使えるように、一定の決まりを持った「表色

系」がつくられました。

「表色系」とひとくちに言ってもさまざまな種類

や分類があるのですが、ここではおおまかに２つ

の種類に分けて紹介します。

「顕色系（けんしょくけい）表色系」
1 "どんな色に見えるか"という色の見た目

を、尺度化し色を表す方法

「混色系（こんしょくけい）表色系」
1混色の原理に基づいて単位を決め、色を

表す方法

顕色系表色系には、これから紹介する「マンセ

ル表色系」やその他にも「NC S表色系」などが

あります。

見た目を尺度化するとは具体的にどういうこと

でしょうか。それは、例えば図4 -01のように「感じ

取れる色を数値にして、見た目の違いを等間隔に

数字として表す」というような方法です。図4 -01で

色1と色4の間に感じる違いは、色3と色6の色に

感じる違いと同じ程度になっています。

こういった表し方をする表色系を、顕色系表色

系といいます。

この結果、顕色系表色系は「その色を表す数値

をみれば、色がイメージできる」という特徴をもち

ます。

では、混色系表色系はどうでしょう？

ある色Xを表したいとき、3つの色を混ぜて色X

と同じ色を作ります。そして、そのときに必要だった

3つの色の量で色Xを表します。

これが混色系表色系です。色を混ぜることを

「混色」といい、この混色を使った表色系であるた

め、混色系表色系とよばれます。

混色系表色系のなかには、光を混ぜて色をつく

りだすという方法をもとにしたものがあります。

光を混ぜるとはどういうことでしょうか。

例えば、スポットライトのように、違う色の光を同

じ位置に当てると、そこから反射して目に入る光は

それぞれの色が混ざったものになりますが、この

ような混色を加法混色といいます。

加法混色を用いた混色系表色系は、混色に使っ

た光の量をもとにした表色系です。光の量と色の

見え方には密接な関係がありますが、顕色系表

色系のように色の見え方をそのまま表しているわ

けではありません。数値が２倍になっていても、見

た目の明るさは２倍になっているようには感じな

い、といったことも多くあります。

この加 法 混 色を用いた 混 色系 表 色系には

「RGB表色系」・「CIEXYZ表色系」などがあります。

このようにひとくちに表色系といっても、考え方

も使っている尺度や条件も異なるため、色をどの

ように使うかという目的に適した表色系を選ぶ必

要があります。

例えば、「明るさの同じ色を２色組み合わせた

い」といった場合は、顕色系表色系のひとつであ

るマンセル表色系が使いやすくなります。顕色系

表色系は見た目にそって色を表しているため、ある

種の色調和を作るために適しており、見た目の色

を重視して使う場合にとても有効なのです。

色を混ぜたり再現したい場合や光源の色を表

したい場合には、混色系表色系が使いやすいとい

えます。

「顕色系」

物体色のみに使用。

心理的な色の見えに基づいて構成されている。

「混色系」

光源色・物体色の両方に使用できる。

混色で作るために、必要な3つの色の光の量

（強さ）で定義され色の見えを直接表しては

いない。

ではまず、顕色系表色系とはどんなものなのか、

みてみましょう。

ここでは、「マンセル表色系」を説明しています

が、このほかにも、スウェーデンが工業規格に採

用している「NCS表色系」などさまざまなものが

あります。

色を定量的に扱う4章…1
表色系とは4-1 -1

1

2

3

4

1

4

5

6

7

8

9

▲見た目と対応する尺度（図4-01）

▲加法混色（図4-02）

表色系の違いと使い方4-1 -2
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2明度・彩度差のある色を組み合わせる

色相ではなく明度・彩度の異なる色を組み

合わせたり、地の色と模様や文字の色に明度

差をつける

2同化しやすい色を組み合わせない

暖色・寒色同士、また、パステル調の色ばか

りで組み合わせないよう注意する

2混同しやすい色を選ばない

濃赤⇔黒、黄⇔黄緑、濃緑⇔茶、青紫⇔青、

明るい黄⇔白、などの組み合わせは混同しやす

くなってしまう

例えば赤を使う際は、朱やオレンジに近い色に

する、紫は赤紫を使う、などの工夫が必要となる

2光源色は点滅や明るさで差をもたせる

混同しやすい色は使わないとともに、点滅さ

せたり明るさを変えたりしてわかりやすくする

例えば、図5-24のように光に変化をもたせ、進

行方向をわかりやすくしたり（写真③）、障害物の

輪郭を浮かび上がらせる（写真④）などといったこ

とを行います。

紙やディスプレイ上の表示も同じで、全体にコン

トラストをつけ、差をわかりやすくする必要がある

でしょう。

しかし、ただコントラストをつければよいという

ものではありません。

色覚異常や白内障などの人は、違う色相でも同

じ色のように見えたりすることがあります。そのた

め、色相の変化ばかりを意識するのではなく、む

しろ明度差をつけたほうが見やすい場合が多い

といわれています。

紙面や表示は、白黒にしてみて読みやすけれ

ば、コントラストがわかりやすくなっているという目

安になります。

図5-25のように、白黒にしてみて表示が埋もれ

てしまうようなものは、読み取りにくいと考えられ

ます。

また、照明もやみくもに多用したり、周辺の素材

が光を反射させやすいものだったりすると、グレア

によって逆に見えにくくなったり障害物の輪郭がぼ

やけたりすることもあるため、注意が必要です。

色を使う際にポイントとなる点をいくつかあげ

てみましょう。

（図5-25）

▼写真⑤

▲地図の等高線のような塗り分け（図5-26）

ヤングキャリア

ヤングキャリア
▲サインの色彩計画（図5-27）

談 話 室

談 話 室
▲サインの色彩計画（図5-28）

スレッドライン（図5-29）
列車が接近するとホームの白線上にある自光式の赤色灯のラ

インが進入方向に走るように点滅する。列車の接近を知らせ

るとともに転落防止の注意を促している。

▼写真③

（図5-24）

▼写真④

▲



● TOCOL ® Color Bookについて

［ TOCOL ® Color Bookの特徴 ］

＊Color Bookは、直感的に、イメージに合った色を選

択・推定できるようシステマティックに配置したカラー

カードです。学習のしやすさ、実践での使いやすさを

目的として作られています。

＊デジタルカメラやモニター、プリンタなどで色を合わ

せる場合（カラーマッチング）に必要な数値を記載

しています。

＊カラーチップは、素材による色の違いを理解するた

めに表面に光沢がある「コート紙」と光沢のない

「マット紙（上質紙）」が使用されています。

＊より実用に適するため、蛍光色・メタリック色を取り

入れています。

● TOCOL ® Color Bookの使い方
①テキストでは、主に配色のページで使用します。テキスト

の中でカラーチップを貼る箇所がありますので、

TOCOL®ナンバーが指定してあるものは、指定のとお

りにカラーチップを探して貼ってください。

②テストでもColor Bookを使用します。普段から使い慣

れる事をお勧めします。使用頻度が高くなるにつれ、

色相・明度・彩度の違いや配色の法則などが理解しや

すくなります。

［ TOCOL ® Color Bookの使い方例 ］

＊日常の中で気に入ったファッションや広告の配色をカ

ラーチップで確認してみる。

＊カラーチップに記載されているRGB値やHTML値

（RGB値を16進数で示したもの）をパソコンのモニ

ターで表示してみる。

（注）使用するモニター

の設定や環境の違い、使用するソフトウェアによっ

て色の見え方が異なる場合があります。

● TOCOL ® Color Bookの注意点
①Color Bookのカラー評価光源にはD65（昼光6500K）

を採用しています。各数値はこの光源を採用した場

合の数値となります。

②Color Bookは、教育教材等カラー教育用に開発し

たもので、専門で使用分野別（印刷見本など）のカ

ラーチップと同等に使用されるものではありません。

③Color Bookの数値は掲載されている色の数値を

表しています。

④次のような要因によって、最終的な色合わせの結果

に影響が出る可能性があります。

1印刷方法、色の管理方法、印圧、インキの流出

量、用紙の色・質、表面組成、環境光など

⑤印刷の性質上、個々の製品によって多少の色の違い

が生じる場合があります。

⑥Color Bookは、長時間にわたって光にさらすと色が

変化する場合があります。品質、色の鮮度を保つた

めにも1年以内の買い替えを推奨します。

第 6 章 配 色 ●169●168

２色以上の色を組み合わせることを配色といいます。

自分の好きな色ばかりで配色したとしても、組み合わせたとたんに好きな配色として成り立たなくなる場合

があります。また、美しいと感じる色ばかりで組み合わせても調和のとれた配色が得られるとは限りません。

配色は、使用する色を効果的に組み合わせることで「調和」が生まれます。この「調和」が配色では重要に

なります。

しかし、調和するとみなされる組み合わせを論理的に選択することもできます。現在にいたるまで多くの

美術教育者、科学者などの研究により、いろいろな配色の考え方や方法論が生み出されてきました。それ

らの理論を学び、実践することも大切です。

ベーシックでは、配色の手助けとなる基本的な方法論を学びます。習得すれば、あらゆる場面での配色

に応用できます。また、美しいと感銘した配色を分析し、記憶として残すこともできます。

しかし、これらの配色法や配色名は分野や使われ方によって違いがあり、ここで紹介している配色方法

も絶対的なものではありません。大切なことは、自然や造形物など美しいと感じる配色に意識を向けるこ

とです。

テキストの中で、多くの配色を体験し、理論と感性を磨いたうえで、自分なりの見識を育ててください。

生活の中で食卓を彩る何気ない配色や、ビジネスのなかで訴求効果を目的として制作するホームページ

の配色など、日常において私たちはさまざまな場面・用途で配色を行っています。

食卓では、さほど意識せずに配色を行っていますが、理論を知り応用することで料理をより美味しそうに

見せることができるでしょう。

また、ビジネスでは、クライアントに対し「この配色がなぜ訴求効果があるのか」という説明を理論的に

伝えることにより、説得しやすくなるでしょう。

ベーシックでは色の選択を中心に配色を学びます。実際の配色では色の選択だけでなく、色の面積比

率・図柄の配置・使用素材・環境条件などを含めたトータルなバランスで調和させますが、こうした配色は

エキスパート以降で学びます。段階を踏んで配色の世界を広げていきましょう。

TOCOL ®ナンバー

L*a*b*値（D65）
マンセル値（D65）
HTML値
RGB（sRGB）値
CMYK（広色域インキ）値
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● TOCOL ® Color Bookの内容

［ Color Book-A ／ No.A-1～ A-90 ］

配色の基礎を学ぶ上で学習しやすいような色を選択

しています。さまざまな色相のうち、赤・橙・黄・黄緑・

緑・青緑・青・青紫・紫・赤紫の10色相を基本10色相とし

て選んでいます。

また、その基本10色相をさまざまに色調（トーン）変

化させ、各色相に9色のバリエーションを持たせていま

す。（計90色）

【 構 成 】

① 鮮やかな色調

② やわらかい色調

③ 明るい～薄い色調

④ ごく薄い色調

⑤ 濃い色調

⑥ 暗い色調

⑦ 明るい灰みの色調

⑧ くすんだ色調

⑨ ①の色調にプロセスインキの黒（K版／スミ

版）を55%加えた色調

［ Color Book-A ／ No.A-91～ A-105 ］

マンセル色相環を20等分した色（Hue値が5もしく

は10）を表しています。ただし、No.A-1～No.A-90に

含まれる①の色調のうち、赤・橙・黄・青・赤紫にはこの

一部が使用されているため、20色相のうち15色相が

No.A-91～No.A-105にあたります。

マンセル色相環を形成する色をTOCOL®ナンバーで

並べると次のようになります。

5R →A-1、10R →A-91、5YR →A-10、

10YR →A-92、5Y →A-19、10Y →A-93、

5GY →A-94、10GY →A-95、5G →A-96、

10G →A-97、5BG →A-98、10BG →A-99、

5B →A-100、10B →A-55、5PB →A-101、

10PB →A-102、5P→A-103、10P→A-104、

5RP→A-82、10RP→A-105

［ Color Book-A ／ No.A-106～ A-121］

ニュートラルな白・灰色・黒を、15の明度段階に区分し

て表しています。

［ Color Book-A ／ No.A-122～ A-144 ］

No. A-121までに入っておらず、使用頻度が高いと考

えられる色を選択しています、

●No. A-122～A-130：カーキ～茶系の色相
●No. A-131・A-132：赤紫、濃い青
●No. A-133～A-144：パステル調のカラーグラデーション

［ Color Book-B ／ No.B-1～ B-30 ］

基本10色相をマット（上質）紙で印刷して表しています。

Color Book-Aの基本10色相と全く同じ色をマット紙

に印刷したものを基準に、さまざまに色調（トーン）変

化させ、各色相に3色のバリエーションを持たせていま

す。（計30色）

【 構 成 】

① Color Book-Aにおける①の色調

② ①の色を高明度・低彩度にした色調

③ ①の色を中明度・低彩度にした色調

［ Color Book-B ／ No.B-31～ B-76 ］

白・灰色・黒の無彩色を表しています。

●No. B-31～B-40：色みの偏りをもつ白を2段階の

明度にわけて表しています。

色みの偏りは基本5色相（赤・黄・緑・青・紫）となっ

ています。
●No. B-41～B-50：色みの偏りをもつ黒を2段階の

明度にわけて表しています。

色みの偏りは基本5色相（赤・黄・緑・青・紫）となっ

ています。
●No. B-51～B-63：暖かい印象を与える灰色（ウォ

ームグレー）を13段階の明度にわけて表しています。
●No. B-64～B-76：冷たい印象を与える灰色（クー

ルグレー）を13段階の明度にわけて表しています。

［ Color Book-B ／ No.B-77～ B-86 ］

蛍光色を表しています。

［ Color Book-B ／ No.B-87～ B-147 ］

金・銀のインキを塗布した上にプロセスカラーの4色

（CMYK）を重ねて印刷した色を表しています。

メタリックの光沢と色みの掛け合わせでさまざまな表

現・質感を持たせています。

●No. B-87～B-98：銀のニュアンスを「ニュートラル」／

「ウォーム」／「クール」の3つの区分にわけ、さらに

それぞれを4段階の明度にわけて表しています。
●No. B-99～B-128：銀に基本10色相を重ねた色を

表しています。

銀の上に、Color Book-Aの各10色相における①／

③／⑨の色調をそれぞれ重ね、バリエーションを持

たせています。（計30色）
●No. B-129：ニュートラルの金を表しています。
●No. B-130～B-132：金のインキの上に、「ニュート

ラル」／「ウォーム」／「クール」の3つの区分にわけ

られる黒をそれぞれ重ねた色を表しています。
●No. B-133～B-147：金に基本5色相（赤・黄・緑・

青・紫）を掛け合わせた色を表しています。

金の上に、Color Book-Aの各5色相における①／

③／⑨の色調をそれぞれ重ね、バリエーションを持

たせています。（計15色）

［ Color Book-B ／ No.B-148～ B-150 ］

減法混色の基本三原色に黒（BL版／K版）を加えた

CMYK、加法混色の基本三原色RGBと各色混色によ

る黒（C100, M100, Y100）をそれぞれ表しています。

● TOCOL ® Color Bookの構成図
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色相同系の配色6-1 -1

色の見え方を尺度化した“色の三属性”については、第4章で学びました。その三属性のひとつ、「色

相」を調和させた配色です。

「色相同系の配色」は、同じ色相同士で明度や彩度の異なる色を組み合わせる配色と、色みの類似

した色相を組み合わせる配色があります。色相に共通性があることから、統一感があり、まとまりやす

いといわれています。

①色相同系の配色（図6-01）
石けんの乳白色のまわりが青系で統一されています。

青系で統一され、すっきりとした印象を与えます。白が引き立っています。

②色相同系で明度差の大きい配色
黄の色相同士の配色ですが、明度差が大きいため統一感のなかにも動きが感じられます。明度差

の大きい配色はユニバーサルデザインの視点からも重要です。

＜配色例（標準CMYK）＞ ＜無彩色＞

③異素材の配色
同じ赤紫（ピンク）でも異なる素材との組み合わせで面白さがでています。

●トーン変化・色相同系の配色1p.180～181 ●ドミナント配色1p.188～189 ●カマイユ配色1p.192～193

マンセルの色相環で確認すると、色相がほぼそろって

いることがわかります。

配色用語と配色方法6章…1
＜配色例（標準CMYK）＞ ＜無彩色＞

＜配色例（標準CMYK）＞ ＜無彩色＞

（図6-01）

＜配色例＞

Color Book
A

No.19

［ Color Book A-No.19 ］

Color Book
A

No.24

［ Color Book A-No.24 ］

＜配色例＞

Color Book
B

No.30

［Color Book B-No.30］

Color Book
B

No.100

［Color Book B-No.100］
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6色配色（Hexads:ヘクサッド）6-2-6

イッテンは、6色による調和は2種の方法があるとしています。ひと

つは、白と黒を4つ（テトラッド（4色配色））の純色に結びつける配色

です。規則的な色相分割は4色までとし、それに明暗を加えます。

例えば、p.205の4色配色に白と黒を組み合わせた配色になります。

［例1］6色配色（Hexads）

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

6色による調和を作りだすもうひとつの方法として、色相環に内

接する正六角形に位置する色相を配色するやり方もあります。

例えば、イッテンの12色相環で見ると右記のように、イエロー、オ

レンジ、レッド、ヴァイオレット、ブルー、グリーンの配色がこれに当た

ります。

［例2］6色配色（Hexads）

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

＜配色例＞

Color Book
B

No.49

［Color Book B-No.49］

Color Book
B

No.15

［Color Book B-No.15］

Color Book
B

No.5

［Color Book B-No.5］

Color Book
B

No.22

［Color Book B-No.22］

Color Book
B

No.31

［Color Book B-No.31］

Color Book
B

No.20

［Color Book B-No.20］

＜配色例＞

Color Book
A

No.7

［Color Book A-No.7］

Color Book
B

No.6

［Color Book B-No.6］

Color Book
A

No.21

［Color Book A-No.21］

Color Book
A

No.136

［Color Book A-No.136］

Color Book
A

No.138

［Color Book A-No.138］

Color Book
A

No.74

［Color Book A-No.74］

※イッテンは絵の具を主にイメージし、6色配色を行っています。ここではカラーチップ
や印刷物にも応用できるよう、6色配色をアレンジして表しています。
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①冷たい印象の配色
寒色系のみの配色です。涼しげな印象になるので、例えば夏のプールなどでよく見かける配色です。

②暖かい印象の配色
暖色系のみの配色です。暖かい印象になるので、例えば夏場の日差しが強く差し込む部屋などに

使用する際は色の使い方・使用面積に注意が必要です。

青緑・青の寒色系による配色イメージと水の透明感が見事に調和しています。 赤・ピンクの暖色系による配色で空間を包みこむような暖かさがあります。

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

（図6-18） （図6-19）

＜配色例＞

Color Book
A

No.132

［Color Book A-No.132］

Color Book
B

No.34

［Color Book B-No.34］

Color Book
B

No.118

［Color Book B-No.118］

＜配色例＞

Color Book
A

No.13

［Color Book A-No.13］

Color Book
B

No.133

［Color Book B-No.133］

Color Book
A

No.144

［Color Book A-No.144］
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大きく見える配色 ／ 小さく見える配色6-3-2

一般的に、実際の大きさより大きく見える色は「膨張色」、小さく見える色は「収縮色」とよばれ、見

た目の大小は「色の三属性」のうちの「明度」が大きく関与すると考えられています。

パステルカラーと総称される淡い色のように明度の高い色は大きく見えるように感じ、黒・暗い色の

ように明度の低い色は小さく見えるように感じるといわれています。

①大きく見える配色
高明度だけで配色しています。色相は全て暖色であり、膨張色かつ進出色（＊1）でもあります。より

ボリュームを感じさせる配色です。

②小さく見える配色
低明度だけで配色しています。寒色を中心に配色しているので、収縮色かつ後退色（＊1）でもありま

す。よりコンパクトに感じさせる配色です。

上の２つの写真は同じ人物が同じ服を着ていますが、上半身のニットの色だけを画像処理によって変化させています。
左は明度が高く、右が明度の低い例です。明度の低い右の方が若干スリムに（収縮して）見えると思います。

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

（＊1）進出色・後退色1p.216

（図6-20）

＜配色例＞

Color Book
A

No.25

［Color Book A-No.25］

Color Book
A

No.84

［Color Book A-No.84］

Color Book
B

No.37

［Color Book B-No.37］

＜配色例＞

Color Book
B

No.119

［Color Book B-No.119］

Color Book
B

No.44

［Color Book B-No.44］

Color Book
B

No.74

［Color Book B-No.74］

※色相の影響として、暖色は「膨張色」に、寒色は「収縮色」に関係するといわれていますが決定的な結論には至って
いません。
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②暗清色配色
強さと深さをもつ色調の配色です。くすみのない濃さに、各色相の特徴も加わって凛とした印象を

与えます。

③濁色配色
明るさとくすんだ色調をもつ配色です。中間色調に各色相の特徴も加わって、ナチュラルで素朴な印

象を与える配色です。濁色配色は、６章１で学んだトーナル配色と同じであると考えてください。

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

＜配色例（標準CMYK）＞

＜無彩色＞

［色相環の練習］

マンセル表色系と同様に赤・黄赤・黄・黄緑・緑・青緑・青・青紫・紫・赤紫の基本10色相を配置した

色相環です。枠内に記載されている「TOCOL® Color Book」のチップを貼ってください。

色相の連続性や関係を目で覚え、教材として活用してください。

＊点線で切り離して参考にすると便利です。

＜配色例＞

Color Book
A

No.53

［Color Book A-No.53］

Color Book
A

No.62

［Color Book A-No.62］

Color Book
A

No.80

［Color Book A-No.80］

＜配色例＞

Color Book
A

No.86

［Color Book A-No.86］

Color Book
A

No.23

［Color Book A-No.23］

Color Book
A

No.68

［Color Book A-No.68］

Color Book
A

No.101

［Color Book A-No.101］

Color Book
A

No.19

［Color Book A-No.19］
ColorBook

A No.94

［ColorBookA-N
o.94］

C
ol

or
B

oo
k

A
N

o.
9

6

［
C

ol
or

Bo
ok

A
-N

o.
96
］

Color Book

A

No.100

［Color Book A-N
o.10

0］

C
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B
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k

A
N

o.
9

8

［
C
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A
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］

ColorBook

A
No.10

［ColorBookA-No.10］C
olor

B
ook

A
N

o.1

［
C
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Book

A
-N

o.1］

Color Book
ANo.103

［Color Book A-No.103］

C
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A
N

o.8
2

［
C
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Book

A
-N

o.82］
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J I S 慣 用 色 名 一 覧
（各色はCMYK印刷用に変換されているため、色記号の値の色とは少し異なる発色になっています）

［明度・彩度の領域（トーン）の練習］

同色相で明度・彩度が変化した表（等色相面）です。

明度の軸にそって上がると明度が高く、彩度の軸にそって右へいくほど彩度が高くなります。

枠内に記載されている「TOCOL® Color Book」のチップを貼ってください。明度・彩度の領

域（トーン）について”見ための感じ”を覚えましょう。
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No. 慣 用 色 名 よ み か た 対応する系統色名

【 和 色 名 】

1 とき（鴇）色 ときいろ 明るい紫みの赤 7RP 7.5 / 8

2 つつじ（躑躅）色 つつじいろ あざやかな紫みの赤 7RP 5 / 13

3 桜色 さくらいろ ごくうすい紫みの赤 10RP 9 / 2.5

4 ばら（薔薇）色 ばらいろ あざやかな赤 1R 5 / 13

5 からくれない（韓紅花） からくれない あざやかな赤 1.5R 5.5 / 13

6 さんご（珊瑚）色 さんごいろ 明るい赤 2.5R 7 / 11

7 紅梅色 こうばいいろ やわらかい赤 2.5R 6.5 / 7.5

8 桃色 ももいろ やわらかい赤 2.5R 6.5 / 8

9 紅色 べにいろ あざやかな赤 3R 4 / 14

10 紅赤 べにあか あざやかな赤 3.5R 4 / 13

11 えんじ（臙脂） えんじ つよい赤 4R 4 / 11

12 蘇芳 すおう くすんだ赤 4R 4 / 7

13 茜色 あかねいろ こい赤 4R 3.5/11

14 赤 あか あざやかな赤 5R 4/14

15 朱色 しゅいろ あざやかな黄みの赤 6R 5.5 / 14

16 紅樺色 べにかばいろ 暗い黄みの赤 6R 4 / 8.5

17 紅緋 べにひ あざやかな黄みの赤 6.8R 5.5 / 14

18 鉛丹色 えんたんいろ つよい黄みの赤 7.5R 5 / 12

19 紅海老茶 べにえびちゃ 暗い黄みの赤 7.5R 3 / 5

20 とび（鳶）色 とびいろ 暗い黄みの赤 7.5R 3.5 / 5

21 小豆色 あずきいろ くすんだ黄みの赤 8R 4.5 / 4.5

22 弁柄色 べんがらいろ 暗い黄みの赤 8R 3.5 / 7

23 海老茶 えびちゃ 暗い黄みの赤 8R 3 / 4.5

24 金赤 きんあか あざやかな黄赤 9R 5.5 / 14

25 赤茶 あかちゃ つよい黄赤 9R 4.5 / 9

代表的な色記号
（マンセル値）
色相 明度 / 彩度
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［TOCOL ® オフィシャルサイト］

www.tocol.net

［TOCOL ® モバイル］

www.tocol.mobi

［教材販売サイト（リランフェート）］

www.enfete.net

＊開発にあたっては、色彩教育への貢献をめざして、学校法人 立命館大学（情報理工学部 知能情報学科）を中心に、さまざまな分野の大学や
研究機関、企業、プロフェッショナルの方 と々産学連携を図りながら研究開発を行っています。
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